
① 研究開発成果の広報
② 販路、資⾦等のマッチング機会の提供の⼀層の充実
③ 創業10年以内のベンチャー企業については、官公需施策の活⽤による受注機会の確保
④ 異分野の研究者や組織、⼤企業とのマッチングも積極的に誘導
⑤ 申請⼿続の簡素化・共通化等申請⼿続の負担軽減
⑥ 特定補助⾦等への多段階選抜⽅式の導⼊の推進 平成27年度科学技術イノベーションに適した環境創出に係る

「重点化対象施策」及び「パッケージ化」について （内閣府）

⽇本のSBIR推進の⽅向性 2.(1) ‐9
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「知的財産による競争⼒強化・国際標準化専⾨調査会」 資料（2012）

○⽇本のSBIRの⽅向性として、以下の６点が⽰されている。
多段階選抜⽅式には、デメリットにも留意しつつ、推進していく⽅向。

＜段階別競争選抜⽅式（多段階選抜⽅式）のメリット・デメリット＞




